
政

令

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
在
勤
基
本
手
当
の
月
額
（
第
一
条
関
係
）

一
大
使
館

地
域

所
在

国
号

別
大

使
公

使
特

号
１

号
２

号
３

号
４

号
５

号
６

号
７

号
８

号
９

号
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
ア
ジ
ア

イ
ン
ド

980000
850000

799300
772100

731300
663400

595500
527600

473200
446000

418900
391700

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

840000
710000

666100
640700

602500
538900

475300
411700

360800
335300

309900
284500

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
の
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
及
び
第
二
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
て
を
し
て
な
お
」
に
改
め
、「
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
削
り
、「
に
事
業
年
度
ご

と
に
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
」
を
「
の
う
ち
全
部
又
は
一
部
」
に
、「
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
も
の
と
す

る
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
振
興
資
金
に
充
て
る
金
額
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
の
認
可
又
は
同
条
第
二
項
の
変

更
の
認
可
を
受
け
た
事
業
計
画
を
踏
ま
え
て
次
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
貸
借
対
照
表
に
記
載
し
た
金
額
と
す

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
十
三
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

復
興
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
八
十
一
号

復
興
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
九
人
」
を
「
八
人
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
表
岩
手
復
興
局
の
項
及
び
宮
城
復
興
局
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
及
び
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
特
殊
語
学
手
当
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
八
十
二
号

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
及
び
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
特
殊
語
学
手
当
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に

勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

題
名
中
「
住
居
手
当
」
を
「
在
外
住
居
手
当
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
住
居
手
当
」
を
「
在
外
住
居
手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
た

だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。


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